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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

中松萌子,中村裕一,今給黎明,梅田正博,五月女さき子：悪性腫瘍手術患者の唾液中細菌数を減少させる口腔ケア

法の検討. 日本口腔ケア学会雑誌 18(3): 167, 2024.
大沼瑞穂,川﨑五郎：下顎に生じたEBV陽性皮膚粘膜潰瘍の一例. 第33回日本有病者歯科医療学会総会・学術大会
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工骨補填材で骨造成を行った1例. 日本口腔インプラント学会誌 37(1): E7, 2024.
北村亮二,五月女さき子,船原まどか,梅田正博,夏目長門：人工関節手術患者の口腔ケア 人工関節置換術における
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日本口腔科学会雑誌 73(1): 46, 2024.
黒瀬基尋,五月女さき子,速水佳世,梅田正博,夏目長門：唾液をサンプルとしたがんリスク判定(サリバチェッカー)
の有用性について. 日本口腔ケア学会雑誌 18(3): 122, 2024.
中村裕一,中松萌子,今給黎明,梅田正博,五月女さき子：唾液中細菌数を減少させる口腔ケア法 ブラッシングと含

嗽の効果について. 日本口腔ケア学会雑誌 18(3): 167, 2024.
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川崎五郎・准教授 分担研究者
カネミ油症研究班（食品を介したダイオキシ
ン類の人体への影響の把握とその治療法の開
発等に関する研究）

山田朋弘・教授 評議員 日本口腔ケア学会

山田朋弘・教授 実務委員 よりよい口唇口蓋裂治療を考える会

山田朋弘・教授 委員 医療安全管理委員会

山田朋弘・教授 委員 院内感染対策委員会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

山田朋弘・教授
編集委員会委員, Associate Editor-in-
Chief

日本先天異常学会

山田朋弘・教授 理事 日本歯科保健医療国際協力学会

山田朋弘・教授 評議員 日本先天異常学会

山田朋弘・教授 評議員 日本顎変形症学会

山田朋弘・教授 代議員 日本口腔外科学会

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

山田朋弘・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「咬筋・下
顎骨間のmyokineによるcross-talkと下顎角形
態との関わり」

川崎五郎・准教授 委員 総合病院情報システム管理委員会

山田朋弘・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「NMT1結合
分によるミリストイル化を介した骨免疫機能
調節機構の解明」

鳴瀬智史・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「ペムブロ
リズマブの治療効果予測に関する薬剤感受性
機構の解明」
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「骨融解を伴
わない非定型MRONJの病態解明」

鳴瀬智史・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「口腔扁平
上皮癌頸部リンパ節転移被膜外浸潤メカニズ
ムの免疫学的検討」

三浦桂一郎・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「口腔外科
手術後挿管患者に対する抗菌薬局所投与によ
る術後肺炎発症予防」

夏目長門・教授 非常勤講師（口腔外科学 I） 愛知学院大学歯学部

大森景介・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　研究活動スタート支援
「薬剤関連顎骨壊死の原因薬剤休薬は骨代謝
機構を回復させ治療成績に寄与するか？」

原　昌士・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「新規自己組
織化ナノデバイスの効果を最適に発揮させる
人工骨基質の開発」

三浦桂一郎・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「薬剤関連
顎骨壊死（MRONJ）画像分類法の構築」

森下廣太・助教

大井一弘・講師 非常勤講師（口腔外科学 I） 金沢大学医学部

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

管野貴浩・教授 非常勤講師（口腔外科学 I） 島根大学医学部

坂本由紀・講師 非常勤講師（口腔外科学 II） 関西医科大学医学部

柳本惣市・教授 非常勤講師（口腔外科学 II） 広島大学歯学部

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

山田朋弘・教授 口腔がん啓発活動 NCC長崎文化放送 2024年9月27日
口腔がんの特徴などについ
て説明を行った。

竹村彩夏・医員 優秀新人賞
日本口腔科学会九州地方
部会

下顎智歯抜歯における下顎管
のCT画像所見とオトガイ神経
支配領域知覚鈍麻との関連性
に関する多機関共同後ろ向き
観察研究

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

川崎五郎・准教授 優秀発表賞 日本有病者歯科医療学会
下顎に生じたEBV陽性皮膚粘膜
潰瘍の一例
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